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国際ロータリー第 2620地区  藤枝南ロータリークラブ会報  2023年 3月 24日（金）Ｎo.31 

 

例 会 第１４９８回 通常例会/小杉苑 

ソング 四つのテスト、おぼろ月夜 ：ソングリーダー 古川賢吾君 

■ 会 長 挨 拶          樽󠄀井勉君 

みなさん、こんにちは。 

春満開、今週はスポーツ界でいろいろな事があり

ました。 

高校野球選抜大会が開幕しましたが、静岡代表の

常葉菊川高校は初戦で敗退しました。また、大相

撲大阪場所で焼津市出身の翠富士が大活躍して

います。昨日も負けて２連敗ですが、静岡県勢初

の優勝を狙えるトップタイの位置にいます。 

さぁ、２０２３年ＷＢＣです。日本は世界一を奪

還しました。２００６年第１回大会優勝時は、１

９７０年代生まれの昭和男の野球、２００９年第

２回優勝時は １９８６年生まれのダルビッシュ

投手など最後の昭和生まれ男の野球でした。 

今年、２０２３年はダルビッシュ投手以外、全員

平成生まれの新人類Ｚ世代の野球です。競技その

ものが変わったように思えるようなエンターテ

ィエメント性を醸し出していました。私は、今ま

で野球はやるもの、と思っていましたが、観て 

も楽しいものに変わりました。 私が野球を始め

たのは小学２年、１９６７年「巨人の星」がはじ

まったストイックな野球の頃でした。当時は、星

飛馬を息子に持つ「星一徹」みたいな頑固おやじ

ばかりでした。私は、昭和の精神論、怖い頑固お

やじが大好きですが．．．。当時は国民的スーパー

スター、天真爛漫、 太陽のような、「長島茂雄」

がいました。ここで打ってほしい時の天覧ホーム

ラン、激走しての三塁打、本塁打を打ってスキッ

プしながらホームイン、ヘルメットを飛ばしての

フルスイング、ぼてぼてのサードゴロを、掌をヒ

ラヒラさせながら一塁送球、見る者を虜にし、少

年たちが憧れ野球を始めました。今は令和、「世界

のスター」大谷の登場です。侍ジャパンの面々が

夢を与えました。それを見た、令和の少年たちが

憧れ、野球を始め、野球人口が右肩上がりに復活

する事を期待しています。 

 

 

 

■ 出 席 報 告         小嶋英公君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

33／48 68.75％ 36／48 75％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○伊藤彰君○内山君○江﨑君○笠原君○川口君 

○佐野芳君○杉浦君○鈴木照君○中村君○中山君 

○早川君○村松君○望月君○森竹君○若林君 

(２)メークアップ者  

数野晴紀君（RLI）中山恵喜君（ｻｯｶｰ） 
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■ P E T S 報 告                

渡邊博文君 

3月 12日（日）に静岡市の「あざれあ」で PETS

が開催されました。富澤賢一幹事エレクトと一緒

にセミナーを受講しました。当日は、朝、9時 50

分から夕方 16時 30分の一日研修です。 

来年度会長 RI会長は、ゴードンＲ.マッキンリ

ー氏、スコットランド出身の歯科医師です。講演

内容からは「ロータリーのリーダーの仕事の多く

は「継続」が重要である」と仰ってます。継続と

は以前のリーダーたちのアイデアを前進させる

事を意味しています。女児のエンパワメントやポ

リオの根絶への活動は、継続活動であり、前進さ

せるべき、ロータリーの最優先事項であります。 

そして、平和に主眼を置くことです。ロシア、

ウクライナに於いては大変な状況になり危惧さ

れています。これらに、しっかりと向き合ってい

かなければなりません。 

来年のテーマが「世界に希望を生み出そう」で

す。破壊的な紛争から世界が立ち直り希望を取り

戻すことです。様々な視点から希望に繋がる事業

活動の推進をしていきます。 

2620 地区のガバナーエレクトは浜松ハーモニ

ーＲＣの中村皇積氏です。私よりも 4歳若い方で

す。ロータリーのビジョンを理解して、地区目標

をクラブ目標に置き換えつつも優先事項を、明確

にして推し進めていきたいと思います。 

来年度の地区・合同統一行動として、ポリオプ

ラス「古着 deワクチン」の事業が展開されます。

募金運動だけではなく、ロータリアンからの古着

回収が、ポリオワクチンとなります。また、ご案

内しますので、ご協力お願いいたします。 

11 月に PRE-PETS と称して会長エレクト・幹事

エレクトにリモートで研修が行われました。その

中で、2012-13年に RI会長を務められた田中作次

氏の資料が印象的でした。 

挑戦・チャレンジの重要性を仰っています。ロ

ータリーの会員は、皆の能力は莫大なものをもっ

ています。潜在的にある能力を顕在化するために

目標設定をしっかりしてチャレンジすることが

大事である事を説いています。ここで、ウォルマ

ートの８つの目標をご紹介します。 

1.高い目標をもって日々向上心で生きよう。 

2.負けると思うな。 

3.持たざるを嘆くな。 

4..当たり前のことを熱心にやれ。 

5.時には、朝令暮改でもよし。 

6.富を分かち合おう。 

7.常に謙虚に、常に学ぼう。 

8.天職発想しよう。 

また、田中作次氏はロータリークラブの強化の

ヒントも述べています。 

抜粋して、述べます。 

基本的な考え方  

「会員は思いやりの心を持ち他人を理解しよう

とする」 

「異なる背景の人たちと交わることも人生をさ

らに豊かにする」 

「人と会ったときの挨拶は積極的に相手よりも

先にする習慣は好感が持てる」 

ロータリーの良いところ  

「自分の目標となるモデルをロータリーの会員

から選び、自己研鑽を図る」 

「会員はロータリーを通じて世界を知り世界に

貢献できる」 

例会 

「例会時間厳守：時間延長は来訪者や、会員に迷

惑 超多忙者の集まり」 

「ロータリーは人生の道場といわれるように例

会が自分に役立つよう意識」 

「例会や諸会合を通じてロータリアンから学べ

ることはあまりにも多い」 

奉仕活動 

「クラブは奉仕の幅を広げすぎず、絞り込んだ地

域社会奉仕活動を実施」 

「ロータリー財団・米山財団寄付について幅広く

参加するための重要性を理解」 

「クラブ会員としての自己啓発と社会のために

役立つことへの理解と実践」 

増強 

「社会人としての倫理観、信義感、そして社会に

対して奉仕の気持ちを持つ人」 

「未来にロータリーを託す人材つくりのために

増強と会員研修が必要」 

「多忙な人を推薦する。多忙の人ほど時間の作り
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方がうまいからです。」 

「私たちは、誰かの推薦によって会員になった。

今度は、そのお返しをする番です」 

研修 

「未来にロータリーを託す人材つくりのための

増強と会員研修は必要」 

会長の心得 

「会長は謙虚さを持ちクラブ運営に於いて誰か

らでも意見やアイデアを聞き改善」 

「会員のためになるような、意義ある年間プログ

ラムの計画と定期評価を」 

以上、このような考え方を念頭に置いてクラブ運

営をしていきたいと思います。 

PETS研修では、たくさんの気付きとアイデアを与

えてくれました。クラブ会員の皆様にこの研修の

成果を理事役員一同でフィードバックしていき

たいです。7月からよろしくお願いいたします。 

 

■ 今週の一言        髙杉光洋君 

私の好きなもの 

愛犬 Len【レン】君

です、来月 4月２

３日で満５歳に

なるペキニーズ

とコーギーのミ

ックス雄犬です。  

６００ｇで我が

家に来ましたが、

今では 18ｋｇになりました。 

目玉がくりくりと大きく胴長・短足の世界に一匹

の犬です。 

子供のころから何匹かの犬を飼いました。以前は

犬は外飼いがあたりまえでしたが、今どきは家の

中で家族同様に暮らしています。 

齢を重ねてからの出会いでかわいい孫のような

存在です。 

以前、ある席で自動車評論家の徳大寺有恒氏とご

一緒させていただいた際、動物談義になりました、

彼は子供のころから 動物嫌いで６０歳すぎるま

で動物とかかわったことが無かったとか・・ある

縁で全盲の猫を飼うことに、これがかわいくて 

かわいくて「僕はこの子がいなくなったら生きて

は行けない」とまで、私も今、そんな心境です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例会日 クラブ行事 摘要 

3/31(金) 

第 1499回 
早朝例会  

4/7(金)  

第 1500回 
会員卓話 理事会 

4/14(金) 

第 1501回 
早朝例会  

4/21（金) 

第 1502回 
IM 報告 小杉苑 

米山功労者 
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(担当／杉山君) 

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月

累計 累計 累計 累計 累計 累計 累計 累計

準備数 201 81 171 130 132 187 111 123 1136

提供数 198 77 169 129 130 184 109 122 1118

食事残 3 4 2 1 2 3 2 1 18

達成率 98.5% 95.1% 98.8% 99.2% 98.5% 98.4% 98.2% 99.2% 98.4%

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 　 　パーフェ クト例会数

7～2月

累計

例

会

時

食

事

月

準備数 40 41 35 35

提供数 40 41 35 35

食事残 0 0 0 0

達成率 100% 100% 100% 100%

3月24日3月3日 3月10日 3月17日

パーフェクト例会 

欠席者は事前連絡をお願いします 


